平成22年9月29日

「国分寺市緑の基本計画改定」（素案）への意見（パブリック・コメント）

畑中久美子

住所：●●（省略）
電話：●●（省略）
「国分寺市緑の基本計画改定」（素案）に対し、以下Ⅰ～Ⅱまで2点の意見を申し述べます。

Ⅰ.砂川用水・恋ヶ窪用水の整備・復元について 
砂川用水・恋ヶ窪用水の整備・復元については、57ぺージ、127ぺージなど、いずれも「整備を検討します」「整備に向けた検討」となっていますが、「整備を推進します」と明確に宣言をすべきです。

用水の復元・整備は、どこまでの規模で復元するか、どのような修景整備が相応しいのか等の検討、用水に隣接した住民の意向・意識調査、安全性の確保、復元工事の手法の検討など、膨大な手間と資金がかかります。国分寺市の財政力を考えると、「整備を推進します」と明確に宣言し難い事情は理解できますが、用水の復元整備は、正常な水循環を取り戻し、都市のヒートアイランド現象を緩和させる手段として極めて有効です。社会的なニ－ズの高い、極めて今日的な課題と位置づけ、優先すべき施策として積極的に推進すべきです。
緑の基本計画見直しを機に、用水の復元整備事業を、都市のヒートアイランド現象緩和の社会実験として構想し、国・都・民間と協働・協力をはかり、可能な助成金を得ながら推進することを提案します。
以下、意見の根拠を申し述べます。

昨今は、エコといえば地球温暖化とＣＯ2との関係のことばかりが注目されておりますが、この夏、都市を襲った激烈なヒートアイランド現象は、都市がコンクリートやアスファルトでおおわれて、地中に雨がしみ込む面積が減ったことと、土から水分が蒸発する面積が減ったことが大元の原因です。つまり、正常な水循環のサイクルが途切れることによって、天然の冷却装置が壊れた状態になっていることが問題なのです。天然の冷却装置が壊れているため、真夏はクーラーに頼らざるをえず、室外機から噴出する熱風でますます外気温が上昇し、消費電力が激増することでＣＯ2の排出量も増加するという悪循環に陥っています。
　この悪循環を根本的に断ち切るカギは地下水の涵養と用水の復元です。
地下水涵養のために雨水浸透施設を設置することはたしかに有効ですが、浸透枡によって雨水を強制的に地下に浸透させても、地中に保水された水分が蒸発する面積がどんどん減っているのでは、ヒートアイランド現象は改善されません。真夏に大気を自然の力で冷却するために大事なのは、コンクリートやアスファルトで覆われた「被覆率」を下げること、つまり、土が出ている面積を増やすこと、そして、土の保水効果を挙げるための緑を増やすことです。
　同時に、かつては市域を縦横無尽に走っていた用水を可能な限り復元させることが有効です。用水は、地中に水が染み込む装置であるとともに、用水自体が大気の冷却装置になっています。
地下水や湧水や用水が大事なのは、土というラジエーターに水が接する重要な装置だからです。もちろん、地下水は国分寺市においては水道水に利用される飲み水でもあり、井戸や湧水や用水は防災上も重要であり、水に親しむ希少な場としても重要であることは言うまでもありませんが、「天然の冷却装置」として位置づけることも重要です。
都市の深刻なヒートアイランド現象を緩和させる鍵は、地下水と用水です。「水と緑と文化財のまち」とうたう国分寺市において、用水の総延長がわずか数キロである現状は羊頭狗肉の感を否めず、市民としてはいささか気恥ずかしいものを感じています。「水と緑と文化財のまち」を市の看板とする限りは、水循環の修復に関する提案を内外に行い、その目玉として、用水の復元整備を積極的に推進すべきです。
Ⅱ.ＰＤＣＡサイクルについて 
基本計画の中身が生きるかどうか、肝心なのは実施計画であることが、基本計画の中にもうたわれており、140ぺージの「計画の進行管理」には、「ＰＤＣＡサイクル」により計画の進行管理を行う、とありますが、「見直し（Ａｃｔｉｏｎ）」となっている部分は「改善（Ａｃｔｉｏｎ）」と修正すべきです。
-------
計画の進行管理（140ぺージ）
緑と水の将来像「（中略）」の実現に向けて、今後、本計画に即して個別施策を実施していきますが、（中略）確保目標の達成状況や個別施策の進捗状況について、市民、事業者等、市の三者が定期的に点検・評価し、適宜計画を見直していくことが重要です。
このため、本計画に位置づけられた個別施策の実施時期や目標を示した「国分寺市緑の実施計画」を策定し、計画（Plan）－実施（Do）－点検・評価（Check）－見直し（Action）を行う「ＰＤＣＡサイクル」により計画の進行管理を行います。
-------
　以下、意見の根拠を申し述べます。

「ＰＤＣＡサイクル」とは、事業活動における管理業務を円滑に進める手法の一つで、Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の 4 段階を順番に行って1周したら、最後のActを次のPDCAサイクルにつなげ、螺旋を描くように1周ごとにサイクルを向上（スパイラルアップ）させて、継続的に業務改善する、という手法のことです。
　特に新しい考え方というわけではなく、提唱されたのは1950年代だといいますが、典型的なマネジメントサイクルなので応用範囲が広く、さまざまなマネジメントに活用されています。ものごとを計画的に進めて効果をあげるための手順として、きわめてオーソドックスな、いわば当たり前の手法ですが、緑の実施計画の進行管理に、あらたにこの手法を取り入れることは大変結構なことと思います。
　しかし、「計画（Ｐｌａｎ）－実施（Ｄｏ）－点検・評価（Ｃｈｅｃｋ）－見直し（Ａｃｔｉｏｎ）」と解釈することはいかがなものでしょう。

「Ａｃｔｉｏｎ」とは、「（点検・評価の結果を踏まえ、）計画の見直しを検討する」ことではなく、「方法を改善する」ことです。すなわち、うまく行かなかった原因を洗い出したのち、「修正をして進める」「必要な措置を講ずる」「改善策を打ち出し、それを実行する」ということです。

点検・評価の後、計画の見直しを検討して、また計画を作るのでは、同じところを堂々巡りするばかりで、スパイラルアップは望めません。
「見直し（Ａｃｔｉｏｎ）」は「改善（Ａｃｔｉｏｎ）」と修正してください。
以上
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